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(2) ヤ
札ー

千
拙
同
県
下
第
一
位
を
跨
り
得

る
本
町
二
万
七
千
町
民
の
皆
様

と
と
も
に
、
希
朗
話
多
き
新
年
を

迎
え
得
た
立
回
び
を
衷
心
か
ら
祝

福
申
し
上
げ
ま
す
。

不
自
就
任
以
来
こ
こ
に
二
年

町
村
合
併
五
ヶ
年
建
設
計
画
も

町
民
油
田
織
の
治
大
な
る
御
支
援

と
御
協
力
に
よ
り
、
そ
の
大
半

の
事
業
を
達
成
せ
ら
れ
ま
し
た

こ
と
に
深
甚
の
謝
意
を
簿
げ
、

い
よ
い
よ
本
年
度
よ
り
新
町
建

設
十
カ
年
の
新
計
沼
え
と
切
り

替
え
、
本
町
の
直
面
す
る
開
発

事
業
え
の
一
大
躍
進
の
責
め
を

果
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

東
京
都
の
首
都
圏
整
備
事
業

びあ幸E広

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昭
和
三
十
五
年
を
大
過
な
く

越
年
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
皆

械
の
御
支
援
と
御
協
力
の
賜
も

の
と
心
か
ら
お
礼
申
上
げ
ま
す

昨
年
は
町
行
政
、
運
営
上
に
お

い
て
、
非
常
に
復
雑
多
岐
な
年

で
あ
り
ま
し
た
。
議
会
に
お
い

て
も
、
当
初
の
計
画
完
遂
の
た

め
努
力
し
て
ま
い
っ
た
の
で
す

が
、
解
決
を
見
な
か
っ
た
点
が

多
く
あ
っ
た
ζ
と
は
抽
酬
に
残
念

で
あ
り
ま
し
た
。

当
初
予
算
絞

会
の
三
つ
の
学
校
校
舎
増
改
築

予
算
審
議
過
程
に
お
い
て
、
多

数
意
晃
か
あ
っ
た
中
学
校
統
合

問
題
は
、
文
教
委
員
会
の
研
究

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

審
議
の
段
階
に
ま
で
い
た
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
議
会
は
、

188 

好
子
九
ゾ
署
危
ま
子
安
否
h
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つ

右
有
P
B
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l
w
三

J
1

、vf-吋
a
m
i

の
進
展
に
つ
れ
、
都

心

よ

り

三

の

県

道

船

橋

l
液
宇
線
か
ら
手
の
上
に
立
ち
、
か
っ
励
み
殉
ず

十
キ
ロ
の
地
点
に
所
在
す
る
本
質
沼
公
悶
聞
の
地
域
に
、
前
東
る
覚
悟
で
ど
ざ
い
ま
す
。
幾
多

町
の
地
理
的
条
件
の
よ
か
ら
、
京
都
知
事
安
井
誠
一
郎
氏
を
会
の
事
業
推
進
の
た
め
に
は
、
町

生
産
工
場
、
会
社
等
の
施
設
、
長
と
す
る
全
日
本
観

光

開

発

株

民

各

位
の
深
い
御
理
解
と
協
調

あ
る
い
は
常
怨
、
成
岡
両
沿
線
式
会
社
が
、
健
全
な
る
観
光
娘
政
和
の
精
神
的
協
力
に
ま
つ
も

の
電
化
推
進
に
伴
う
、
沿
線
岱

楽
の
デ
ズ

-7ラ
ン
ド
式
施
設
の
が
裁
に
大
で
あ
る
と
息
わ
れ

宅
団
地
の
造
成
、
現
に
我
孫
子
を
計
画
、
用
地
買
収
と
沼
沿
出
作
ま
す
。
天
の
権
よ
り
も
地
の
理

旗
手
両
駅
間
に
鉄
道
共
済
組
合
十
数
万
坪
の
埋
立
計
画
が
進
め
よ
り
も
、
町
民
各
位
の
と
ぞ
っ

の
厚
生
施
設
と
し
て
四
万
坪

の

ら

れ

つ

つ

あ

り

ま

す

。

て

の

御

協

力

に

よ

り

、

微

力

で

住
宅
地
が
造
成
さ
れ
、

三
百
数

ζ
う
し
た
状
勢
の
な
か
に
立
は
あ
り
ま
す
が
さ
ら
に
決
意
と

十
戸
の
住
家
が
本
年
度
建
設
さ
っ
て
私
ど
も
は
、
将
来
え
の
談
勇
気
を
奮
い
起
し
、
御
期
待
に

れ
よ
う
と
し
、

さ
ら
に
と
の
周
り
な
き
我
孫
子
町
の
都
市
計
画
沿
う
べ
く
心
新
た
に
し
て
い
る

辺
地
域
に
新
駅
設
鐙
も
計
画
さ

と
開
発
事
業
の
基
盤
を
、

い

ま

し

だ

い

で
あ
り
ま
す
。

れ
つ
つ
あ
り
、

一
面
、
我
孫
子
に
し
て
確
立
す
る
必
要
性
を
痛
希
望
新
た
な
新
年
を
迎
え
、

町
と
沼
荷
村
を
結

ぶ

手

賀

沼

架

感

い

た

し

ま

す

。

町

民

各

位

の

御

多

幸

と

御

健

勝

橋
も
、
本
年
度
に
大
半
の
事
業
今
後
幾
多
の
建
設
計
闘
が
進
を
祈
り
、
新
年
の
御
挨
拶
と
い

完
成
を
目
標
に
努
力
が
続
け
ら
め
ら
る
る
と
と
と
存
じ
ま
す
が
た
し
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
架
橋

す

べ

て

二
万
七
千
の
町
民
福
祉

F
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今

春

に

は

鍬

入

れ

式

私
た
ち
町
民
の
大
き
な
関
心
事
で
あ
り
、
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
、
県
立
公
関
手
賀
沼
の
観
光
開
発
計
画
は
、

一
昨
年
か
ら

一
流
財
界
人
に
よ
っ
て
会
社
設
立
が
進
め
ら
れ
、
一
方
、
地
元
我
孫
子
町
お
よ
び
手
賀
沼
沿
岸
開
発
協
議
会
(
柏
市
、
我
孫
子

町
、
沼
南
村
の
三
市
町
村
で
結
成
〕
で
は
、
そ
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
、
さ
ら
に
そ
の
開
発
促
進
に
努
力
し
て
い
ま
し
た
が

昨
年
四
月
十
二
日
、
東
京
都
に
お
い
て
会
社
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
全
白
木
観
光
開
発
株
式
会
社
の
発
足
を
み
ま
し
た
。

開
社
で
は
た
だ
ち
に
用
地
買
収
に
と
り
か
か
哲
、
昨
年
末
ま
で
に
、
我
係
予
地
区
(
三
万
坪
)
は
ほ
ぼ
買
収
完
了
を
み
、
沼

市
開
地
区
に
つ
い
て
も
照
詞
に
買
収
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
春
に
は
埋
立
工
事
の
鍬
入
れ
式
が
行
な
わ
れ
る
は
こ
び
と
な

っ
て
お
り
、
待
ち
に
待
っ
た
手
賀
川
間
観
光
開
発
も
、
間
も
な
く
そ
の
絡
に
つ
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

以
下
、
全
日
本
観
光
開
発
株
式
会
社
の
設
立
組
意
お
よ
び
事
業
計
画
の
概
要
を
己
と
に
発
表
し
、
我
孫
子
町
の
発
展
は
「
手

賀
川
伯
の
観
光
開
発
か
ら
」
の
合
言
築
の
も
と
に
進
み
た
い
と
恩
い
ま
す
の
だ
、
皆
さ
ま
の
絶
大
な
る
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

っ
て
お
り
、
積
続
的
な
事
業
誘

与

で

き
る
施
設
の
整
備
に
留
意

1
i
l
i
--
El
i
-i
4

致
を
計
画
し
て
い
た
o

我

々

は

す

る

o

施
設
の
規
模
は
、
同
種
…

i
畑
一戸
汐
内
海
し

ζ

れ
を
パ
ッ
グ
ポ

l
y
と

し

て

事

業

の

関

係

的

水

準

を

目

標

と

@
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
施
設

と
の
水
械
を
中
心
に
、
水
陵
高
す
る
。
用
地
は
手
賀
沼
周
辺
地
〈
〉
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス

沿
岸
の
埋

械
を
有
様
的
に
結
合
し
た
近
代
域
、
並
び
に
農
林
省
、

千
山
梨
県
立
地
と
湖
爾
の
一
部
を
利
用
し

感
覚
溢
れ
る

ν
F
り
エ

1
シ
宮
地
元
市
町
村
の
認
可
、
訴
併
を
て
、
延
問
、
五
O
O坪
を
同
様

y
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
地
元
待
つ
つ
、
隊
次
潟
、
沿
岸
水
面
の
に
近
代
的
温
泉
を
取
入
れ
た
へ

民
は
も
と
よ
り
自
然
に
宵
宮
&
れ
一
部
埋
立
を
行
な
い
、
乙
れ
が
ル
ス

・
セ
Y

N
F

ー
を
建
設
し
、

ざ

る

都

民

の

た

め

の

行

楽

、

安

活

用

を

は

か

る

。

パ

l
p
ハ
ウ
ス
と
し
て
そ
の
特

息
の
地
の
み
な
ら
ず
、

青
少
年

uiE・g・-
l
i
l
ia--E
ase--"

微
を
生
か
す
施
設
と
す
る
。
建

の
楽
園
、
教
育
の
場
た
ら
し
め
…

i
漣

g

問

汗

泊

・聖地
・2
・い
物
の
内
部
に
は
事
務
所
、
娯
楽

る
と
と
も
に
国
際
観
光
発
展
の
柏
、
我
孫
子
、
沼
南
の
三
市
室
、
ホ
ー
ル
、
貸
席
、
食
堂
、
売

一
翼
を
に
な
い
た
い
企
図
と
念
町
村
に
ま
た
が
る
手
賀
沼
西
部
応
大
小
浴
場
、
休
憩
室
な
ら
び

頗
を
持
っ
て
い
る
。
周
辺
地
区
及
び
水
商
の
一
部
で
に
簡
易
な
宿
泊
施
設
を
収
容
し

と
と
に
全
日
本
観
光
開
発
徐
農
林
省
手
賀
沼
第
二
期
千
筋
工
観
光
客
の
憩
い
の
場
と
す
る
。

式
会
社
を
設
立
し
、
別
記
事
業
事
予
定
地
域
以
西
の
地
区
。
@
佃
燦
隅
楽
遊
戯
施
設

計
函
忙
基
き
、
臓
次
本
事
畦
栄問
の

n
i
ii.Eii.Ef.z'.i.Ezl!!'E.Iii.g.ii監

逮
成
を
計
ら
ん
と
す
る
も
の
で
…

用

地

…
令
層
は
も
も
ろ
ん
、
大
人
も
共

r
i
g
a--5
1・--Eis-
-g
i・・・』

あ
る
。

I
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に
楽
し
め
る
娯
楽
施
設
と
し
て

一

一

特
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

一坪
坪
将
坪

一伴

坪

坪

坪

も

の

を

つ

く

る

方

針

で

あ

る

が

一
側
帥
附
側

一側

側

側

側

当

面

次

の

よ

う

な

も

の

を

予

定

ω
ω
m∞
一
ω
お

お

ω

し
て
い
る
。

-
一1

2

0テ
ー
ル
タ
ワ
l
ル

O
ジ
Z

I
l
-
-

;

コ
ー
ス
タ
ー

O
飛
行
機

-
〉
商

O
回
転
ブ
ラ
ン
コ

O
宙
返
り

子
園

k

革
主
J

ロ
ケ
ジ

ト

O
メ
リ

1
ゴ
1
-フ

俄
問
時
計

νド

0
7
1
2
0ピ

島
の
刊

νポ
Y
場

O
釣
掘

O
豆
電

同

商

司

事

O
そ
の
他
各
種
遊
戯
施
設

入
沼
稲

。
水
上
、
観
覧
、
候
楽
施
設

定
地
氷
上
に
観
覧
船
を
連
行
し
て
一
一
一

地
区
の
連
絡
を
と
る
と
開
時
に

? 

にー

手
賀
沼
は
、
商
積
十
二
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
延
長
十
六
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
納
長
い

水
面
を
形
成
し
、
平
均
水
深
一

・
五
メ
ー
ト
ル
で
、
沼
の
汀
線

部
に
は

ヨ
シ
、
マ
コ

そ
を
生
じ
、

湿
悶
を
隔
て
た
二
十
メ
ー
ト
ル

前
後
の
台
地
に
は
杉
、
拾
が
密

生
し
て
お
り
、
と
れ
が
一
体
と

な
っ
て
織
り
な
す
自
然
美
は
、

周
図
に
点
非
同
す
る
先
住
民
の
遺

跡
と
と
も
に

一
部
の
人
々
の
か

ね
て
か
ら
注
目
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
常
態
線
上
野
、

束
手
間
の
電
化
に
よ
り
、
都
心

か
ら
わ
ず
か

一
時
間
以
内
の
距

離
と
な
り
、
国
道
六
号
線
の
完

成
、
東
京
環
状
線
の
着
ヱ
な
ど

周
辺
変
通
網
の
整
翁
に
つ
れ

て
、
住
宅
公
団
を
は
じ
め
幾
多

の
住
宅
建
設
の
手
が
の
べ
ら

れ
、
急
速
に
人
口
の
増
加
を
示

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
交
通
環
境
の
発
達

と
人
口
の
急
増
に
よ
り
、

一
躍

手
賀
沼
の
景
観
が
タ

?
tズ
7

f
プ
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

手
賀
沼
周
辺
市
町
村
に
お
い

て
も
、
以
前
か
ら
と
の
地
区
を

観
光
地
、
住
宅
地
と
し
て
開
発

し
た
い
と
い
う
強
い
意
欲
を
持

用
-由
也E

I
 

設
立
の
趣
意

びあ幸E広

買事
業
の
計
画

方

針

手
賀
沼
及
び
そ
の
周
辺
の
風

致
美
の
保
存
、
係
議
に
つ
と
め

る
と
と
も
に
、
自
然
美
を
最
高

度
に
活
用
し
た
レ

F
リ
ェ

1
γ

璽
ン
施
設
に
主
限
を
置
き
、
各

施
設
は
安
全
快
適
で
近
代
的
広

党
の
溢
れ
た
も
の
と
す
る
。
件
付

に
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
た

い
し
、
動
随
物
の
生
徳
観
察
、

科
学
的
知
機
の
普
及
向
上
に
寄

189 



ポ
ー
ト
、
そ

l
p
l
ポ
1
ト
等

に
よ
る
水
上
娘
楽
を
満
喫
さ
せ

"。。
。
野
外
劇
場
一

般
観
客
を
対

象
と
し
て
そ
の
時
々
に
応
じ
て

演
劇
、
音
楽
会
等
を
催
す
ほ
か

施
設
の
賃
貸
、
公
共
の
利
用
に

供
す
る
こ
と
等
も
考
慮
す
る。

。
児
室
館
児
童
を
対
象
と
す

る
総
合
的
な
健
全
線
楽
場
の
建

設
を
目
標
と
し
、
特
に
児
童
の

教
養
、
情
操
の
向
上
に
資
す
る

も
の
を
選
択
す
る
。
童
話
、
童

話
劇
、
人
形
劇
、
音
出
問
会
、
そ

の
他
児
意
向
催
物
等
多
彩
な
も

の
を
観
賞
で
き
る
よ
う
に
す
る

@
体
育
銭
妓
施
段

。
室
内
体
育
館
室
内
で
の
体

育
銭
筏
が
広
範
聞
に
行
な
え
る

施
設
を
作
る
。
排
球
、
体
操
、

柔
道
、
剣
道
、
相
撲
、
レ
ス
リ

νグ
、
ポ
グ
シ

y
グ
等
各
般
に

わ
た
り
利
用
す
る
乙
と
が
で
き

る
よ
う
工
夫
す
る
。

。
水
泳
プ
l
ル
競
技
規
絡
に

合
致
す
る
競
泳
、

ダ
イ
ビ
ン
グ

競
技
と
し
て
施
設
を
計
画
す
る

と
と
も
に
、

一
般
大
衆
の
保
健

と
憾
全
線
糸
に
役
立
て
る
た
め

に
大
.
7
1
ル
及
び
児
童
周
プ
ー

ル
を
併
設
す
る
。

〈
V
陸
よ
競
技
場
公
式
競
技
場

と
し
て
の
条
件
を
備
え
た
大
競

技
場
の
ほ
か
小
運
動
場
を
設
け

公
式
競
技
は
も
ち
ろ
ん
会
社
、

工
場
、
町
内
会
等
の
運
動
会、

E

行
一
競
技
会
な
ど
の
利
用
に
供
す
る

5
一
O
野
路
場
当
初
は
軟
式
球
場

一
一
一
と
し
て
施
援
し
、
地
方
の
団
体

月
一
対
抗
野
球
等
の
使
用
を
目
途
と

1
一
し
て
い
る
が
、
将
来
は
硬
式
野

年
一
球
場
等
と
し
て
整
備
し
、
県
下

三
及
び
近
県
の
高
、
中
華
謹
選
抜

刷
一
対
抗
野
球
の
球
場
と
し
て
積
短

一
的
な
誘
引
を
行
う
予
定
で
あ
る

-
Oテ
ニ
ス
ヨ

l
卜
、
そ
の
他
の

〉
一
球
妓
用
コ

l
ト
お
の
お
の
数

作
一
一
向
を
施
設
し
、
公
式
試
合
の
ほ

一
か
一
般
の
利
用
を
計
る
。

-
O体
育
関
係
附
属
施
設
各
競

こびあ幸量広

技
場
使
用
の
競
技
関
係
者
の
休

憩
、
更
衣
、
食
事
、
経
等
に
充

て
る
室
と
、
続
技
後
の
シ
ャ
ワ

ー
浴
設
備
等
を
遡
当
に
配
し
競

技
場
の
総
合
的
な
附
属
建
物
と

し
て
施
設
す
る
。

。
野
外
(
屋
外
)
諸
能
設

八
〉
沼
横
断
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
斬

新
、
快
適
な
空
中
ケ
ー
ブ
ル
を

沼
上
に
南
北
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
架
設
し
て
両
岸
の
か
け
橋

と
し
、
両
岸
観
客
の
相
互
品
開
送

を
か
ね
、
快
適
安
全
な
空
中
旅

行
と
観
賞
に
供
す
る
。

。
手
担
且
沼
h
y
ワ

1

鉄
骨
構
造

に
よ
る
商
さ

一
0
0
メ
ー
ト
ル

の
鉄
塔
を
周
辺
台
地
に
建
設
し

鉄
搭
の
内
部
は
多
彩
な
娯
楽
、

売
庖
等
の
施
極
を
な
し
最
高
度

の
利
用
を
は
か
る
。

将
来
短
波

通
信
の
発
述
、
そ
の
組
織
網
充

実
の
時
期
に
備
え
、
F
F
l自

体
を
短
波
送
受
話
用
7
y
テ
ナ

な
ら
び
に
テ
レ
ビ
中
継
ア

y
テ

ナ
と
し
て
の
活
用
を
考
慮
に
入

れ
た
施
設
と
す
る
。

。
サ
イ
ウ
リ
ン
グ
コ
ー
ス
サ

イ
グ
リ
ン
グ
愛
好
青
少
年
の
健

全
娯
楽
場
と
し
て
広
範
な
地
域

を
も
っ
悶
内
に
、
自
然
の
変
化

に
富
ん
だ
地
形
を
利
用
し
て
適

当
な
る
サ
イ
グ
リ
Y
グ
コ

l
ス

を
設
け
る
。

。
養
魚
場
施
役
と
即
売
応

囲

内
に
開
設
す
る
釣
掘
の
魚
族
の

自
給
施
設
と
脊
少
年
の
義
魚
研

究
実
地
指
導
設
備
そ
か
ね
て
養

魚
場
を
併
設
す
る
。

養
魚
場
で

は
ふ
化
、
飼
育
、
稚
魚
飼
育
を
笑

地
に
行
な
い
、
釣
掘
に
成
魚
の

供
給
を
は
か
り
、
ま
た
季
節
に

よ
9
魚
類
の
即
売
を
行
な
う
0

0
花
舟
圏
と
即
売
施
設
と
の

施
設
に
よ
っ
て
栽
培
す
る
花
舟

類
を
、
各
所
に
造
成
す
る
花
壇

そ
の
他
の
場
所
に
移
植
し
て
入

国
者
の
観
賞
に
供
し
、
大
型
フ

レ
ー
ム
に
よ
る
品
種
の
改
良
、

新
種
栽
倍
等
を
行
な
い
、
ま
た

適
時
に
展
示
会
、
即
売
会
等
を

開
催
す
る
。

。
自
然
動
物
園
動
物
の
自
然

の
生
態
観
察
、
観
賞
に
供
す
る

ほ
か
、
青
少
年
の
科
学
教
育
に

資
す
る
。
将
来
は
危
険
を
防
止

し
、
安
心
し
て
観
察
が
で
き
る

よ
う
沼
上
に
人
口
島
を
築
造
し

ζ

れ
に
各
種
の
動
物
を
放
ち
飼

い
す
る
。

。
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
圏
内
十
万

坪
の
広
域
と
水
面
を
利
用
し
、

兵
陵
、
自
然
林
等
を
取
入
れ
た

地
形
を
生
か
し
、
そ
の
閑
を
縫

っ
た
静
か
な
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を

整
備
す
る
。

@
教
育
科
学
に
関
す
る
施
設

。
ス
ヲ
l
ル
ロ

ッ
ジ
園
内
の

適
地
を
選
定
し
、
し

F
フ
し
ゃ

な
軽
量
鉄
骨
延
三

O
O坪
程
度

の
ロ

ッ
ジ
式
建
物
を
仕
掛
造
、
と

の
建
物
は
小
中
学
校
児
童
生
徒

の
専
用
に
供
し
、
内
部
及
び
施

設
は
学
絞
教
育
の
延
長
、
補
修

の
一
場
と
し
て
適
切
な
も
の
と
し

夏
期
学
校
、
実
地
教
育
指
導
実

習
場
、
養
護
児
童
生
徒
の
短
期

教
育
等
に
充
て
、
教
育
と
体
育

訓
練
に
役
立
た
せ
る
。

同
時
に

利
用
期
間
中
、

団
体
生
活
と
教

養
修
練
せ
し
む
る
目
的
を
加
え

て
宿
泊
施
設
を
併
設
す
る
。

。
ス
ウ
l
ル
キ
ャ
ン
プ
場
ス

ク
ー
ル
ロ
グ
ジ
教
育
施
設
に
併

立
関
連
さ
せ
、
夏
季
体
育
訓
練

の
要
素
を
加
味
し
た
幕
舎
及
び

簡
易
寝
台
を
施
設
し
て
、
野
外

生
活
に
も
親
し
ま
せ
る
。

。
科
学
館
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
専
門
別
に
教
育
資
料
、
学
習

研
究
の
機
械
用
具
、
そ
の
他
必

要
な
る
施
設
を
獲
備
し
、
考
古

学
、
地
質
学
、

天
文
学
、
生
物

学
、
そ
の
他
各
般
に
わ
た
る
学

習
研
究
の
場
と
す
る
。
将
来
は

さ
ら
に
範
囲
を
路
大
、
内
容
を

充
実
し
、
科
学
教
育
の
普
及
に

役
立
た
せ
る
。

。
水
族
館
淡
水
魚
類
の
生
態

研
究
及
び
入
国
者
の
観
賞
一
に
供

す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
広
域

に
わ
た
る
魚
類
を
収
集
飼
育
展

示
す
る
。

。
へ
り
ポ
l
ト
施
段

。
航
空
機
の
実
用
化
に
即
応
し

て
、
将
来
、
抽
出
上
総
送
に
代
り

航
空
紛
送
が
広
く
実
現
す
る
と

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
空
輸

会
社
と
提
携
し
て
、
東
京
都
内

か
ら
輸
送
と
空
中
観
光
を
か
ね

た
観
客
の
誘
引
謝
散
と
す
る
。

@
そ
の
他
の
諸
施
段

。
駐
車
場
及
び
附
属
筋
設
自

動
車
(
乗
用
車
、
パ
ス
〉
利
用

に
よ
る
観
光
客
の
来
劉
は
増
加

の
一
途
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

当
面
一

0
0
1二
O
O台
将
来

は
豆

O
O台
程
度
の
収
容
を
構

想
す
る
施
設
を
つ
く
り
、
自
動

車
関
係
者
の
休
養
、
食
事
等
の

附
属
建
物
を
併
設
す
る
。

。
給
油
そ
の
他
の
施
設
来
因

す
る
自
動
車
へ
の
給
油
、
清
掃

部
品
の
販
売
及
び
簡
単
な
修
理

襲
備
が
行
な
え
る
施
殺
を
併
置

し
、
利
用
者
の
使
宜
を
は
か
る

。
温
泉
源
施
段

地
下
よ
り
汲

み
上
げ
た
温
湯
を
さ
ら
に
加
熱

(
天
然
積
出
ガ
ス
を
燃
料
に
充

当
)
し
て
温
泉
と
し
、
園
内
諸

施
設
に
供
給
す
る
設
備
を
整
え

"。。
。
排
湯
処
理
施
設
使
用
後
の

排揖聞
に
つ
い
て
は
、
周
辺
地
区

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
適

当
な
処
理
施
設
を
す
る
。

。
各
種
販
売
施
設
圏
内
の
各

所
に
売
肢
を
設
け
、
入
園
者
の

利
用
に
供
す
る
。

。
そ
の
他
の
附
属
施
段
休
憩

所
、
ベ
シ
チ
、
水
飲
場
、
便
所

園
内
管
理
詰
所
、
救
援
所
、
入

場
券
売
場
、
遊
歩
道
、
圏
内
外

道
路
施
設
、
そ
の
他
の
必
要
な

る
施
設
を
す
る
。

以
上
、
各
般
に
わ
た
っ
て
ブ

ラ
シ
宮
列
記
し
ま
し
た
が
、
乙

れ
ら
諸
線
設
の
完
了
予
定
は
、

一
応
東
京
オ
リ
シ
ピ

ヅ
タ
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

(6) 

基
本
選
挙
人
名
簿
確
定

登
載
者
は
一
、
六
二
九

O
人

選
挙
の
基
本
と
な
る
新
し
い
い
人
を
獲
理
し
作
製
し
た
整
理

基
本
選
挙
人
名
簿
は
、
昭
和
三
名
簿
も
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

十
五
年
十
二
月
二
十
日
を
も
っ
こ
の
二
つ
の
名
簿
は
、
昭
和

て
確
定
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
三
十
五
年
十
二
月
二
十
日
以
降

昨
年
行
な
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
一
年
閣
に
行
な
わ
れ
る
選
挙
に

選
挙
と
参
議
院
地
方
選
出
議
員
使
用
す
る
も
の
で
、
き
わ
め
て

補
欠
選
挙
の
さ
い
、
補
充
選
挙

大

切
な
も
の
で
す
が
、
確
定
日

人
名
簿
に
笠
載
さ
れ
た
人
で
、
に
お
け
る
登
載
者
の
数
は
別
表

今
度
確
定
し
た
基
本
選
挙
人
名
の
と
お
り
で
す
。

簿
に
笠
録
す
る
と
と
が
で
き
な

と

引
到
}
保
護
家
庭
へ
メ
ガ
ネ

時
ト
段
柏
市
の
清
水
久
吉
さ
ん

「
歳
末
助
け
合
い
運
動
」
に
く
だ
さ
い
よ
と
い
う
電
話
が

ち
な
ん
だ
心
暖
ま
る
お
話
し
。

か

か

っ
て
き
ま
し
た
。

十
二
月
十
六
日
の
午
さ
が
り
社
会
謀
で
は
さ
っ
そ
く
学
絞

社
会
理
耐
え
『
検
末
助
け
合
い
速
長
や
保
護
家
庭
え
連
絡
を
と
り

動
に
協
力
す
る
意
味
で
、
保
議
ま
し
た
が
、

ζ

の
電
請
の
主
は

家
庭
の
視
力
の
悪
い
老
人
、
小
柏
市
柏
四
十
一
帯
地
の
清
水
メ

中
学
生
に
、
検
眼
し
た
上
で
メ
ガ
ネ
応
の
主
人
公
、
清
水
久
士
口

ガ
ネ
を
無
償
で
さ
し
あ
げ
た
い
さ
ん
で
、
と
の
行
な
い
は
、
歳

の
で
、
私
の
庖
ま
で
お
い
で
く
末
助
け
合
い
に
ふ
さ
わ
し
い
誠

だ
さ
る
よ
う
ど
述
絡
を
と
っ
て
に
美
し
い
行
為
で
す
。

びあ幸匝広
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よと(印刷〈A〉l一世〉|計 (A叩 |

|男|女 |計9iT計百十 - I~τ下子
第 1 投票区 1，068 1，154 2，222 3 3 6 1，071 1，157 2，228 

第 2 投票区 590 641 1，231 2 591 642 1，233 

l 第 3 投票区 538 575 1，113 2 D 2 540 575 1.115 

第 4 投票区 1，152 1，340 2，492 12 B m 1，164 1，348 2，512 

第 5 投票区 1，343 1，531 2，874 10 10 20 1，353 1，541 2，894 

第 6 投票区 200 230 430 。。 。 200 230 430 

第 7 投票区 896 963 1，661 。 696 964 1.662 

第 8 投票区 712 601 1.513 1 l 2 713 802 1，515 

第 9 投票区 537 658 1，195 。。 。 537 656 1，195 

第 10役葉区 636 723 1，359 2 2 4 638 725 1，363 

メuh 計 7 ，674 8，616 16，290 31 26 57 7，705 B‘642 16，347 

確定自における選挙人名簿登載者数

世
の
中
に
、
言
葉
使
い
ほ
ど
「
巧
言
令
色
惨
仁
」
と
い
っ
た
の
け
る
だ
け
の
勇
気
を
持
っ
て
一

む
ず
か
し
い
も
の
は
な
い
。
粗
が
、
面
と
向
っ
て
う
ま
い
と
と
ほ
し
い
と
思
う
o
易
分
と
生
活
山

野
な
一
言
葉
は
、
そ
の
人
の
品
性
を
い
う
人
に
限
っ
て
、
陰
へ
姻
を
保
証
さ
れ
て
い
る
先
生
方
に
凹

ま
で
疑
わ
れ
る
し
、
そ
う
か
と
っ
て
は
人
の
悪
口
を
い
い
た
が

ζ
れ
が
で
き
な
い
は
ず
が
な
い
円

い
っ
て
、

余
り
馬
鹿
丁
寧
な
の
る
も
の
で
す
。
教
育
長
生
活
約

擦
を
噺
ゅ
に
し
な
け
れ
ば
口
も
一

も

ど

う

か

と

思

わ

れ

る

。

露

仏

。

l
i
a
i
-
-
j

守

・

ろ
く
に
き
け
な
い
よ
う
で
山

私

に

対

し

て

、

ょ

く

議

滋

郊

e

は
、
世
の
を
敢
然
と
戦

「
教
育
長

さ

ん

」

と

い

剥

粥
踏

襲

喜

』

日

・
い
を
挑
む
勇
気
あ
る
子
供

う
人
が
い
る
が
、
始
め
劫
繍
矧

Jh
冒

想
態

弘

湘

…

を

教

育

す

る
ζ
と
な
ど
、

!

l

!

ー

の
う
ち
は
何
か
い
や
1

、
域
総
世
帯

ハ一

翻
列
ば
想
緬
慾

E

と
う
て
い
で
き
る
も
の
で

な
感
じ
が
し
た
。

「

教

怠

・
J
諸

問地
震

明
ふ
内
証
長
・
は
な
い
。

育
長
」
だ
け
で
十
分
な
品
露
隣

人

長

選

滋

MF
清
年
頭
の
所
感
と
し
て
、

は

ず

だ

。

そ

の

後

、

な

急

情

繍

糊

務

…

セ

νト
ラ
ル
リ
ー
グ
大
洋

j

-

が
ら
く
お
つ
き
合
い
し

控

ιぷ
l
i
--

:
ぃ

:

i
い

ホ
エ

ー
ル
ズ
の
三
原
監
督

て
い
る

h2り
に
は
、
そ
の
人
の
一
年
、
学
校
の
先
生
方
は
さ
す
が
い
っ
た
言
葉
「
わ
れ
わ
れ
は

人
柄
の
よ
さ
な
ど
が
わ
か
っ

て

が

に
皆
立
派
な
人
絡
の
持
主
だ

今
日
明
日
だ
け
が
あ
っ
て
昨
唱

く
る
と
何
と
も
感
じ
な
く
な
る
と
思
う
。
た
だ

一
つ
、
今
年
か
は
な
い
↑
を
、
あ
ら
た
め
て
じ

が
、
お
互
い
に
気
を
つ
け
て
い
ら
は
、
も
っ
と
唱
ゆ
ゆ
恩
っ
て
っ
く
り
と
噛
み
し
め
た
い
と
思

い
と
と
の
一
つ
だ
。
昔
の
人
が
い
る
と
と
を
、
ズ
パ
リ
い
っ
て
う
。
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V
午
前
7
待
演
習
招
集
信
号

サ
イ
レ

y
吹
鳴

秒

秒

秒

団

6

日

ート
J
¥
/
'
3
1

0
1
I
l
-
-
-
・・・
0
|
|

答
銘
打
鐙

0
0
人
Y
O
O
O
I
0
5
0

(
l
点
と
3
点
の
斑
打
)

V
午
前
8
時
初
分
団
員
集
合

湖
北
中
学
校
校
庭
集
合

V
午
前
9
時
か
ら
出
初
式
挙
行

表
彰
状

・
感
割
問
状
醐
同
長

服
滋
点
検

穏
具
点
検

ポ

y
.7
繰
法

小
隊
教
練

中
隊
教
線

分
列
行
進

-v

午
前
日以
待
か
ら
街
頭
行
進

湖
北
中
学
校
|
|
成
田
街
道

ー
ー
湖
北
奴
輩
j
字
銘
1
|

湖
北
駅
前
1
1
中
笠
新
田

-v

正
午
か
ら
放
水
式

(
中
堅
新
田
に
お
い
て
)

広(7) 

昭
和
お
年
最
終
議
会
終
わ
る

昭
和
三
十
五
年
最
終
の
第
四

回
定
例
町
議
会
は
、
十
二
月
十

九
日
午
前
九
時
か
ら
ム
覇
四
日

間
を
も
っ
て
閃
か
れ
、
次
の
諸

案
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

マ
我
孫
子
町
青
少
年
問
題
協
議

会
に
関
す
る
条
例
案

マ
我
孫
子
町
公
益
面
問
屋
条
例
の

一
部
改
正
案

マ
我
孫
子
町
議
会
の
議
決
文
は

住
民
の

{
般
投
票
に
付
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
財
産
及
び

営
造
物
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
案

マ
我
孫
子
町

一
般
職
の
験
員
の

給
与
に
開
閉
す
る
条
例
の

一
部

改
正
案

マ
第
五
回
我
孫
子
町
議
入
歳
出

追
加
吏
正
予
算
案

V
第
二
回
我
孫
子
町
特
別
会
計

我
孫
子
公
益
由
民
屋
歳
入
歳
出

追
加
変
正
予
算
案

まこる i持 とつ
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マ
第
三
国
我
孫
子
町
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
歳
入
歳
出
追

加
更
正
予
算
案

マ
第
二
回
我
孫
子
町
特
別
会
計

清
掃
事
毒
液
入
続
出
追
加
更

正
予
算
案

マ
我
孫
子
町
議
会
委
員
会
条
例

の
全
部
改
正
案
(
議
員
総
案
)

マ
我
孫
子
町
機
会
会
議
規
則
の

全
部
改
正
案

(談
員
提
案
)

マ
町
道
路
線
の
疏
止
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
案
件
の
ほ
か
に
継

続
審
査
中
の
我
孫
子
町
細
部
設

置
条
例
の
一
部
改
正
案
、
我

孫
子
町
議
会
の
議
員
の
定
数

を
減
少
す
る
条
例
案
、
昭
和

三
十
四
年
度
各
種
会
計
の
決

算
の
審
議
と

一
般
質
問
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
が
、
と
れ
ら

諸
件
祭
の
内
容
、
審
議
結
架

に
つ
い
て
は
次
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

後
藤
主
事
県
選
管

委
員
長
賞
に
輝
く

十
二
月
十
九
日
絡
橋
市
中
央

公
民
館
で
閥
か
れ
た
第
十
四
回

県
下
市
町
村
選
管
迎
合
会
総
会

で
、
さ
き
に
行
な
わ
れ
た
然
、

参
両
院
議
員
選
挙
で
成
績
の
よ

か
っ
た
団
体
、
個
人
に
、
自
治

大
臣
、
県
選
管
委
員
長
の
表
彰

が
行
な
わ
れ
、
本
町
で
は
後
藤

茂
主
事
が
、
県
選
管
委
員
長
賞

の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

校
庭
は
道
路
で
も

練
習
場
で
も
な
い

最
近
、
我
孫
子
中
学
校
庭
を

道
路
が
わ
り
に
通
行
す
る
人
や

オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
の
練
習
場
に

し
て
い
る
人
が
い
る
よ
う
で
す

が
、
校
庭
は
道
路
で
も
な
く
、

オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
の
練
習
場
で

も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

ζ

の
よ

う
な
と
と
を
し
な
い
よ
う
厳
に

つ
つ
し
ん
で
く
.
た
さ
い
。

鳥
獣
役
捕
獲
、
飼
養
す
る
場

合
は
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い

現
在
の
法
律
や
規
則
等
で
禁

鳥
と
定
め
ら
れ
て
い
る
な
か
で

古
来
か
ら
飼
養
の
慣
習
が
あ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
禁

止
す
る
こ
と
は
事
実
上
困
維
な

の
で
、
永
年
の
統
計
で
、
飼
養

の
多
い
烏
と
、
生
息
数
が
割
合

多
く
幾
分
摘
穫
し
て
も
は
な
は

M

一

一

川

か

)

の

転

じ

た

も

の

と

い

わ

れ

だ

し

い

弊

害

が

な

い

と

思

わ

れ

山

一

一

川

て

い

る

。

た

け

高

く

、

す

く

す

る

、

マ

ヒ

ヮ

、

ゥ

ソ

、

メ

ジ

ロ

川

一

一

川

く

生

長

す

る

と

か

、

そ

の

斡

は

ホ

ホ

ジ

戸

、

ヤ

マ

ガ

ラ

、

ウ

グ

川

一

一

叩

青

く

色

を

変

え

な

い

と

い

う

と

イ

ス

、

ヒ

パ

リ

の

七

種

類

に

限

山

一

一

川

こ

ろ

か

ら

、

め

で

た

い

表

象

と

り
県
知
事
の
許
可
と
し
、

そ

れ

制

-

-
m

な
っ
た
と
い
う
。

以
外
は
農
林
大
臣
の
許
可
を

必

松

・

竹
・
梅
H
お
正
月
に
め
で
絡
は
熟
実
(
う
み
み
H
熟
し
た

要
と
し
ま
す
。
捕
獲
後
の
飼
義

た
い
松
竹
梅
の
お
話
。

実
)
の
転
約
さ
れ
た
も
の
と
い

は
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で

す

松

は

祭

木
(
ま
つ
り
ぎ
)
の
給

わ

れ

る

o

誇
木
に
先
立
っ
て
、

か
ら
、
現
在
飼
養
し
て
い
る
方
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
一
年
中
霜
雪
に
た
え
て
咲
き
、
わ
が
家

は
、
産
業
譲
お
よ
び
両
支
所
に
青
々
と
し
て
、
千
年
の
霜
雪
に
の
繁
栄
も
か
く
あ
れ
と
、
松
竹

用
紙
が
用
窓
し
て
あ
り
ま
す
か
た
え
て
緑
の
色
を
保
つ
の
で
、
に
そ
え
て
用
い
ら
れ
て
い
る
わ

ら
、
鳥
獣
捕
獲
申
請
書
と
鳥
獣
お
め
で
た
い
木
と
し
て
用
い
ら
け
で
す
。

飼

並

走

許

可

申

請

書

二

部

と

、

一

れ

て

い

る

。

正

月

の

い

わ

れ

H

一
月
を
正
月

羽
に
つ
き
百
五
十
円
を
そ
え
て
竹
は
丈
(
た
け
)
ま
た
は
長
(
た
と
呼
ぶ
の
は
中
国
か
ら
起
E
っ

至
急
役
場
え
拠
出
し
て
許
可
を
け
)
の
意
と
も
、
ま
た
高
ハ
た

た

名

前

で
、
麿
(
西
暦
六
-
八

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ま
だ
一
部
に
は
、
で
こ
ぼ
こ
道
援
の
道
路
は
、
街
灯
の
数
も
ふ
織
を
お
願
い
し
て
い
る
ご
家
庭
一

広

一
一
私
た
ち
は
私
た
ち
の
住
む
町
を
ど
ろ
ん
こ
道
が
ゆ
け
ぺ
、
雨
降
え
そ
の
上
人
家
も
年
々
建
て
ら
で
は
、
多
分
、
皆
さ
ん
同
じ
悩
…

一
一
よ
り
明
る
く
住
み
よ
い
町
に
す
り
と
も
な
れ
ば
た
ん
ぼ
の
よ
う
れ
て
、
今
で
は
明
る
い
道
に
な
み
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
大
一

一
…
る
よ
う
に
、
お
互
い
が
努
力
し
に
な

っ
て
し

ま

い

、

折

哲

あ

し

り

ま

し

た

。

口

は

大

口

な

り

に

、

小

口

は

小

一

一
一

た
い
も
の
と
思
う
わ
け
で
す
。
く
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
に
出
と
と
ろ
で
一
つ
多
く
の
人
の
ロ
な
り
に
悩
ん
で
い
る
乙
の
問
…

一一

さ
い
わ
い
に
近
年
逐
次
町
内

会
お
う
も
の
な
ら
、
全
く
処
置
悩
み
、
乙
と
に
主
婦
の
悩
み
と
題
を
、
新
春
と
と
も
に
早
〈
解
…

r

h

E
目
F

謂

翠

な

し
と
い
う
状
態
で
す
し
て
、
昨
今
の
喜
作
業
の
遊
決
し
て
く
だ
さ
る
と
と
と
そ
私
一

一
…

私

翻

園

調

賓
欝
r

ん

周
昌
三

:91
1
4
;
A
:
;

守

-
e

・e

・
-
-
た
ち
の
町
を
明
る
く
住
み
よ
い
一

土

議

議

総

錦

繍
伊

さ

可

運

清

掃

作

業

遅

滞

解

消

と

町

に

す

る

条

件

で

は

な

か

ろ

う

…

万

難

臨

機

鶴

谷

産

道

路

の

補

修

を

早

急

に

か

と

存

じ

ま

す

。

一

一

…

織

機

繍

機

機
鶴
橋

池

醇
百
組

ひ
か
り
台
主
婦
・
池
谷
岡
ま
つ

-

E
Z
-
S吉
中

一

=

各
所
に
側
溝
が
設
皿
ぼ
さ
れ
、
下

E
面
配
と
れ
に
は
設
も
が
劉
っ
滞
と
い
う
問
題
が
あ
リ
ま
す
。

b

EE事
箆
一
向

一
…
水
の
処
置
に
頭
を
痛
め
た
数
年
て
い
ま
す
の
で
、
何
と
か
早
く
ど
う
に
も
な
ら
な
く
な
っ
て
役
絹

r
L事
長
謀
W

一

一
…
前
を
思
う
と
き
、
ほ
ん
と
う
に
平
ら
な
道
、
安
心
し
て
歩
け
る
場
へ
行
く
と
か
、
速
達
を
出
し
、
画
一世

義

明

道

一

=

明

る

い
気
持
に
な
り
ま
す
。
道
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
希
て
そ
の
つ
ど
お
願
い
す
る
と
い
富
田
宗
襲
爵

一
一
道
路
の
設
備
、
総

張

も

着

々

望

し

ま

す

。

う

始

末

で

す

の

で

、

己

の

問

題

必

結

実

"

一

山

進

み

、

街

へ

出

る

の

も

苦

に

な

以

前

は

暗

く

て

お

と

な

で

も

を

早

急

に

解

決

し

て

い

た

だ

き

一

一
一
ら
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
不
気
味
な
道
で
あ
っ
た
興
陽
寺
た
い
と
存
じ
ま
す
。

役

場

え

消

…

(8) 

鳥
獣
の
捕
獲
、
飼
養
は

許

可

を

受

け

て

か

ら

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

V
七
穏
類
に
つ
い
て
県
の
取
扱

い
方
針

V
営
利
を
目
的
と
す
る
鳥
類
の

術
開
世
出
願
に
は
許
可
を
し
ま

せ
ん
。

-v

他
人
に
時
間
渡
し
た
鳥
類
と
問

一
種
類
の
も
の
の
捕
獲
は
、

V 
'-

主宰3
司..  、i

喫 11KA?

びあ幸良

特
別
の
事
由
が
な
い
限
り
許

可
し
ま
せ
ん
。

V

飼
養
許
可
期
間
は
な
る
べ
く

繁
殖
期
を
さ
け
、
許
可
期
間

は
十
日
以
内
と
し
ま
す
。

V
飼
発
鳥
類
の
羽
数
は
、
一
人

三
羽
以
内
と
し
、
飼
養
総
数

が
十
羽
を
と
え
な
い
こ
と
。

七
密
類
以
外
の
種
類
に
つ

い
て
の
農
林
大
臣
の
取
級

い
方
針

-v

飼
養
を
目
的
と
す
る
植
物
合
、

動
物
園
な
ど
で
必
要
な
場
合

明
治
の
出
生
者
で
永
年
飼
養

の
経
験
の
あ
る
者
、
大
正
以

降
の
出
生
者
の
場
合
は
特
殊

な
職
業
の
者
に
許
可
し
、
小

鳥
業
者
な
ど
販
売
用
と
し
て

は
認
め
ま
せ
ん
。

V
捕
獲
時
期
は
繁
殖
期
以
外
と

し
ま
す
。

v
一
人
の
捕
獲
許
可
数
は
二
組

類
以
内
で
、
合
計
三
羽
以
内

で
す
。

年
ど
ろ
)
の
時
代
に
「
王
者
正

に
屠
る
」
と
い
う
義
か
ら
と
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
英
語

で
は
』

E
C
R『
と
い
い
ま
す

が
、
月
日
と
歳
を
つ
か
さ
ど
る

神
』

B
S
か
ら
と
っ
た
も
の

で
す
。
い
ず
れ
も
、
年
の
始
め

の
月
を
尊
い
も
の
と
し
て
衰
微

し
た
わ
け
で
す
。
わ
が
国
で
は

一
月
を
古
来
「
む
つ
き
」
(
睦

月
)
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
「
貧
き
も
い
や
し
き
も

互
に
行
き
き
し
、
親
し
み
、
む

つ
み
合
う
月
」
だ
か
ら
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
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